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 ４ 月 事 業 報 告  

４日 第３回あきる野地区委員会 

１１日 広報委員会１６５号編集発行 

１５日 総務委員会 

２１日 理事会 

３０日 若手経営者の会 役員会 

  ５ 月 事 業 計 画  

９日 広報委員会１６６号編集発行 

１２日 総務委員会 

１３日 事業委員会 

１４日 理事会 

１４日 第４２回通常総会 午後３時  

     建設会館 ３階会議室 

２１日 建災防西多摩分会 理事会 

２２日 若手経営者の会定期総会午後４時 

 

 

の
考
え
を
ま
と
め
、
組
合
と
し
て
全
体
に
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

毎
年
の
防
災
の
日
、
阪
神
大
震
災
の
日
に
、
道
路
啓
開
作

業
の
協
定
に
基
づ
く
道
路
巡
回
訓
練
を
全
組
合
員
の
参
加

を
も
っ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
広
い
西
多
摩
地
域
の
全
域
を

わ
ず
か
２
時
間
ほ
ど
の
う
ち
に
巡
回
し
点
検
を
終
了
し
て

い
る
。
地
場
に
生
活
し
て
い
る
建
設
業
者
と
し
て
、
地
域
の

実
情
を
知
り
、
い
ち
早
い
災
害
か
ら
の
復
旧
を
担
う
も
の
と

考
え
て
い
る
こ
と
を
、
地
域
社
会
の
皆
様
に
認
め
て
い
た
だ

き
、
地
元
の
建
設
業
者
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
を
、
認
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
う
も
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
よ
り
地
域
密
着
型
の
建
設
業

界
と
し
て
、
新
し
い
人
材
を
育
成
し
、
新
し
い
考
え
方
を
生

み
出
す
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
と
な
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
．
西
多
摩
地
域
社
会
に
対
す
る
組
合
と
し
て
の 

社
会
貢
献 

二
．
新
た
な
入
札
制
度
へ
の
対
応 

現
在
の
日
本
は
、
国
会
の
衆
参
ね
じ
れ
現
象

に
よ
る
政
府
運
営
の
無
策
状
態
が
続
い
て
い
る

と
い
え
る
。 

道
路
特
定
財
源
の
取
り
扱
い
に
よ
る
、
建
設
関

係
の
予
算
は
、
地
方
に
よ
り
困
窮
の
度
合
い
を

増
し
て
お
り
、
今
後
の
公
共
工
事
の
発
注
に
対

し
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
公
共
工
事
削
減
の
風
潮
の
中
で
、
建
設
業

に
対
す
る
仕
事
と
し
て
の
魅
力
は
薄
れ
て
ゆ

き
、
地
場
の
建
設
業
を
承
継
し
て
、
次
代
を
担

お
う
と
す
る
若
者
、
建
設
技
術
者
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
今
後
の
建
設
業

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
き
ざ
し
が
見
え
て
い
る
。

現
在
稼
働
中
の
建
設
業
者
に
後
継
者
が
い
る
か

ど
う
か
重
大
な
危
機
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な

い
。 

 

本
来
、
地
域
社
会
の
道
路
、
下
水
、
水
道
、

建
物
等
建
設
に
よ
り
社
会
基
盤
整
備
を
担
っ
て 

 

平
成
二
十
年
度
基
本
方
針 

 
 
 
 
 

理
事
長 

佐 

久 
間 

一 

三 

い
る
地
場
の
建
設
業
者
が
、
地
域
社
会
か
ら
期

待
さ
れ
、
地
域
住
民
よ
り
期
待
の
ま
な
ざ
し
を

持
っ
て
む
か
い
い
れ
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
。
建
設
業
者
と
し
て
の
誇
り
と

自
信
を
持
っ
て
仕
事
し
て
き
た
こ
と
が
、
マ
ス

コ
ミ
や
、
建
設
工
事
の
工
事
費
縮
減
を
進
め
る

価
格
至
上
主
義
の
発
注
者
に
よ
り
否
定
さ
れ
る

こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。 

 

近
年
の
入
札
制
度
の
変
更
、
経
審
の
変
更
に

よ
り
、
総
合
評
価
方
式
等
が
徐
々
に
導
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
建
設
業
者
の
抱
え

る
技
術
者
の
数
や
、
技
術
力
、
過
去
の
実
績
、

財
務
内
容
の
良
し
悪
し
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
我
々
地
場
の
中
小
建
設
業
者
に
と
っ
て
、

受
注
に
不
利
に
働
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
、
組
合
員
の
会
社
は

充
分
に
対
応
で
き
る
の
か
、
出
来
な
け
れ
ば
ど

の
よ
う
に
改
善
し
て
行
く
の
か
、
組
合
員
全
体 

 

三
．
組
合
員
の
技
術
力
の
向
上 

四
．
新
規
加
入
組
合
員
の
確
保 

五
．
誇
り
の
持
て
る
建
設
業
の
実
現
、
後
継
者
の
育
成 

六
．
工
事
事
故
の
防
止 

七
．
組
合
員
の
受
注
の
確
保 

八
．
暴
力
団
等
排
除
協
議
会
の
活
動
充
実 

  

つ
ぎ
に
、
西
多
摩
地
域
の
振
興
、
発
展
に
資
す

る
た
め
、
西
建
協
の
皆
様
方
と
連
携
し
な
が
ら
、

当
所
の
平
成
二
〇
年
度
事
業
（
予
算
約
一
五
三
億

円
、
対
前
年
度
九
％
増
）
の
円
滑
な
事
業
推
進
と

維
持
管
理
の
強
化
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
西 

建
協
の
皆
様
と
意 

見
や
情
報
交
換
な 

ど
を
通
し
て
、
相 

互
の
連
携
を
よ
り 

深
め
、
西
多
摩
地 

域
の
発
展
の
た
め
、 

頑
張
り
た
い
と
思 

い
ま
す
の
で
、
皆 

様
の
ご
協
力
方
よ 

ろ
し
く
お
願
い
い 

た
し
ま
す
。 

 

新
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 

 

西
多
摩
建
設
事
務
所 

所
長 

池 

田 

繁 

敏 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。 

こ
の
た
び
の
異
動
（
平
成
二
〇
年
四
月
一
日
付
）
に

よ
り
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
池
田
繁
敏
と
申
し
ま
す
。 

 

私
は
、
か
つ
て
二
年
三
ヶ
月
ほ
ど
工
事
第
二
課
長

で
就
任
し
て
お
り
ま
し
て
、
十
年
ぶ
り
の
西
多
摩
建

設
事
務
所
勤
務
と
な
り
ま
す
。
そ
の
当
時
に
比
べ
て
、

西
建
協
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
り
、
道
路
や
河
川
整

備
が
ず
い
ぶ
ん
進
ん
だ
な
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

さ
て
、
西
多
摩
地
域
は
東
京
都
区
部
に
も
匹
敵
す

る
広
大
な
エ
リ
ア
（
五
七
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
） 

で
あ
り
、
開
発
や
発
展
の
著
し
い
市
街
地
地
域 

（
管
内
の
三
割
）
と
山
岳
地
域
（
管
内
の
七
割
）

と
で
構
成
さ
れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り

ま
す
が
、
山
岳
道
路
や
砂
防
等
、
こ
の
地
域
特
有

の
道
路
・
河
川
整
備
や
維
持
管
理
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
を
受
け
や

す
い
地
形
に
対
し
て
、
災
害
時
の
迅
速
か
つ
的
確

な
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

取
組
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

◇ お 知 ら せ ◇    

   平成２０年度全国安全週間 

    準備期間  ６月１日～３１日 

    本 週 間  ７月１日～ ７日 

スローガン 

「トップが率先 みんなが実行  

つみ取ろう職場の危険」 

  本週間を契機に、それぞれの職場において、労

働災害防止の重要性について認識をさらに深め、

安全活動の着実な実行をお願いいたします。 

  ＊安全週間説明会の開催 

    日時  ６月１３日（金） 

        午後２時～ 

    会場  羽村市スポーツセンター 会議室 

建災防西多摩分会 

             青梅労働基準監督署 

５月２日開通式典が行なわれた。（あきる野市草花地内） 

一般都道あきる野羽村線（第２５０号） 
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◇ 特 集 ◇ 多摩川に掛かる橋  第１７回 

◎神代橋 

  古くからこの地には橋があったとされ、記録にも「万年橋」

と記されている。昭和９年・１７年に架橋があったが、梅郷の

観光発展に合わせ、昭和４４年に新アーチ橋が造られた。

欄干の梅木模様版は当時の斬新な企画でした。 

梅の公園・吉川英治記念館・ハイキングコ－スなどに訪れる人

が多い。特に３月は梅まつりで賑わう。欄干に梅の木をあしら

った彫物がある。 

 

橋種：道路橋 橋長＝132.4ｍ 

幅員＝車道 6.2ｍ   

歩道 2.7m×2  

構造：アーチ橋   

上路：直 角 鋼ヒンジ 

下部：橋台２基  

施工年月：昭和４４年３月    

水面まで 21ｍ 

 

          

賛助会員ＰＲコーナ №４ 

 

◎和田橋 

和田町と日向和田の間にかけられた橋。昔は両方がひと

つの村であり、現橋の以前は下村道が通じ、長さ１２間幅

６尺の丸太橋などが架けられていた。古くは馬引沢峠越え

の秩父鎌倉道でもあった。新設計の鋼管アーチ橋の流行は

昭和４０年代で、昭和５０年以降架設数は減った。 

名称の発祥は、地形が張り出す｢輪田｣によるか、天正元年

（1573）に１９代 

も続く和田氏の由縁 

によるか、何れかで 

あろう。欄干に梅と 

鶯の彫物がある。 

橋種：道路橋 

橋長＝132.4ｍ 

幅員＝車道 6.2ｍ 

歩道 2.7m×2 

構造：アーチ橋 

 

 

 

 

 

 

上路：  

直 鋼管 ヒンジ 

下部：橋台２基  

施工年月：昭和４０年３月    

水面まで 16ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊次回は万年橋・柳淵橋を紹介します 

 

◎
賛
助
会
員
の
ご
案
内 

（
五
月
一
日
付
加
入
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
社
加
入
に
よ
り
四
十
八
社
） 

会
社
名 

㈱
昭
和
石
材
工
業
所 

青
梅
営
業
所 

 
 
 
 
 
 
 
 

☎
０
４
２
８
―
３
１
―
９
４
０
０ 

 

＊
現
在
賛
助
会
員
加
入
申
込
（
賛
助
会
員
規
約
配
布
）
に

つ
い
て
は
、
組
合
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
の
で
ご
検
討
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

《 ４月２１日 理事会報告》 

①報告事項 

  ・三多摩建設業連合会 総会日程等 

・委員会報告 

・その他 

②審議事項 

・賛助会員１社承認の件  

・定款変更・役員改選の件 

・会計監査報告の件 

・１９年度決算関係処理承認の件 

  ・総会懇親会実施の件 

 

 

 

 

 

〈
第
四
十
二
回
通
常
総
会
開
催
〉 

 

◇
新
役
員
名
簿
◇ 

理
事
長 

 

佐
久
間
一
三 
（
佐
久
間
建
設
㈱
） 

副
理
事
長 

 

酒
井 

政
修 

（
㈱
酒
井
組
） 

井
上 

忠
男 

（
㈱
多
摩
組
） 

細
沼 

順
人 

（
成
友
興
業
㈱
） 

 
 

理 
 

事 

小
池 

正
明 

（
小
池
建
設
㈱
） 

加
藤 

 

隆 

（
加
藤
建
設
㈱
） 

鈴
木 

 

誠 

（
鈴
木
土
建
㈱
） 

岩
浪 

岳
史 

（
岩
浪
建
設
㈱
） 

 

榎
森 

厚
志 

（
㈱
榎
木
工
業
） 

古
屋 

英
司 

（
小
河
内
建
設
㈱
） 

戸
高 

弘
喜 

（
戸
高
建
設
㈱
） 

上
坂 

健
一 

（
㈱
上
坂
重
機
開
発
） 

武
田 

雅
由 

（
㈱
武
田
組
） 

石
川 

久
雄 

（
事
務
局
長
） 

監 
 

事 

滝
島 

 
 

克 
(

朝
日
建
設
㈱) 

土
屋 

大
造 

((

有)

土
屋
土
建) 

 

   

       株式会社 

      フォルモントホールディングス 

新緑の候、ますますご清栄のこととお喜びもうしあ

げます。 

安心の警備・確かな保障を合言葉にこれからも西多摩

建設業協同組合のために社員、隊員一同頑張ってまい

ります。  

 こんごともよろしくお願いいたします。 

 

株式会社 

フォルモントホールディングス 

〒１９８－００２４ 東京都青梅市新町１－５－５ 

    TEL．０４２８－３２－８７７７（代） 

    FAX．０４２８－３３－６２７７ 

 

 

安 心 の警 備 ・確 かな保 障  


